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１年生になって初めての大きな行事となる自然教室が四日市市立少年自然の家で行われました。

２日目は雨が降るかなと覚悟していましたが、最終日の雨だけで天候にも恵まれました。 

自然教室学年目標≪「じかく」の≪時間や周りのことを、考えて行動し、苦しいことも乗り越え

みんなで楽しもう≫は最終日のクラスマッチでみんなが協力して達成できたと感じました。 

入所式では室長会代表さんが「１.仲間を大切にする心 ２.自然を大切にする心 ３.集団生活

のルールやマナーを大切にする心 ４.出会いを大切にする心」の４つの心を大切にして自然教室

を過ごす。そして、学校へ戻ってからも自然教室で学んだことを忘れずに、友達の輪が絆として深

まるようにしていきたいと決意の言葉が述べられました。 

１日目は、ふれあい牧場でバター作り、搾乳を体験しました。午後は

ウォークラリーを実施しました。昨年の反省からコマ地図に加えて、写

真を載せたお助け地図も用意しました。しかし、班員がうまく協力でき

ずに班がばらけてしまう、集合時間になっても

帰ってこない班がありました。この取り組みで、

「時間を守る」・「仲間と協力する」というこの

自然教室での課題を見つけることができました。一方、生徒たちは予定時

間の遅れを入浴と食事を要領よく済ませて遅れを取戻し、夜のキャンプフ

ァイアーでは大きな歓声をあげて、盛りあがる姿を見せてくれました。 

２日目、食材を集めながら行うハイキングを実施し、その食材で野外

炊飯にチャレンジしました。火おこしやご飯を炊くのに大変苦労してい

たようでしたが、煙に涙を出しながら、昨日作ったバターを入れて具材

を炒めたのが良かったのか大変おいしいカレーが出来上がりました。そ

して、かまどの火を利用して焼いた焼き杉を使ってメッセージボードを

創作しました。完成した作品は文化祭で展示する予定です。夜の活動は

学級単位でクラス会議、話し合う時のルールや自然教室で見つけた「あ

りがとう」について意見を交換しました。 

３日目はクラスマッチ！最後を締めくくるクラス対抗の大縄跳

びや綱引きは、どのクラスも盛り上がり、仲間と協力して精一杯

戦いました。総合優勝は１年 1 組でしたが、他のクラスには６月

の体育祭での巻き返しを期待します。 

この３日間で、１年生のみなさんはたいへん成長したように思い

ます。自然教室の体験を通して、みなさんの学校生活での様子と

は違う面、素晴らしいところをたくさん発見しました。一人ひと

りの違いを大切にしたクラスの仲間を大

切にする気持ちがこの３日間で生まれて

きています。今後の学校生活に自然教室で

の体験を忘れないように取り組んでほし

いと思います。 

 



 

 

 

生徒たちにとって、インターネットに接続できる環境は、携帯電話（ケータイ）はもちろん、通信機

能付きゲームなど、小さいころから無縁ではいられません。昔なら、情報発信できる人は限られていま

したが、それが今や、誰でも情報発信できる時代になりました。ネット上に載れば、マスコミの情報も

個人発信の情報も、見かけは同じでわからない場合もあります。十分なインターネット・リテラシー（活

用能力）や情報モラルを身に付けないまま使い始め、取り返しのつかない事態を招いているケースがあ

ります。言い換えれば、ネットデビューしたらトラブルに会うのは当然の出来事です。 

他人になりすまして行う行為やラインいじめなど「他人を傷つける情報を発信する危険性は、増大し

ています」。モバイル化や映像など技術の飛躍的な進展で、時間を置いて冷静に考える間もなく、思い

立ったらすぐ発信してしまうことが可能になっています。しかも誰のチェックも受けず世に出され、消

すことができない場合があります。学校以外でネットを使っていると回答した小中高校生のうち「使用

する時間が長い」と答えたのは小学生 36％、中学生 49％、高校生 65％で、多くの子どもたちが使い方

に問題があることを認識しています。ご家庭でも当然起こりうるトラブル、加害者になる場合や被害者

になった時にはどのように対応するのかを話し合ってほしいと思います。話し合うことでリテラシーと

モラルが向上します。よろしくお願いします。 

≪よくあるトラブル≫ 

・ながらスマホで交通事故を起こしてしまう   

・人を無断で写真に撮って投稿、ラインに載せる 

・自画撮りならと写真を投稿してしまう  

・人の悪口を書き込む  

・なりすましをする  ・ネットで知り合った人と会う  

・ネット依存症になってしまう  ・不審なメールが届く 

・高額な請求が届く 

情報通信の安全安心な利用のための標語 

  平成２８年度に１万３０１４点の標語から表彰されたものを   

紹介します  

 

学校部門  

  Ｓ：その送信 Ｎ：何か失う Ｓ：心配ない？ 総務大臣賞 兵庫県立千種高 

  その書き込み 増えるアクセス 減る友人   優秀賞 秋田市立御所野学院中学校      

  公開は タッチひとつで 後悔に       優秀賞 千葉県立下総高校 

  ＳＮＳ 少しの誤解で ＳОＳ        優秀賞 浅口市立金光小学校 

 

個人部門    

あなたしだい ネットは良いもの悪いもの 総務大臣賞 大阪市立聖和小学校 森本さん  

  送る前 一呼吸して 読んでみて    協議会長賞 高松市立第一小学校 西濱さん 

  ナイフより 便利で鋭利 ＳＮＳ    協議会長賞 富士市立吉原北中学校 藤田さん 

  あなたから 広げていこう ネットマナー 全国高Ｐ連賞 都城聖ドミニコ学園高校 志水さん 

 

 



 


